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兵庫県立大学では，教育・研究のインフラとして統一的に導入している各種情報システム
(ネットワークシステム，情報処理教育システム) のリプレイスを行い，2014年春から新シ
ステム (第 III期)の運用を開始した．本稿ではこの新システムの設計と構築，旧システムか
らの移行作業などに関して報告する．
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We planned to replace some information systems (such as network system and information

processing education system) as infrastructure of academic activities for the University of

Hyogo, and have started these operation (IIIrd period systems) at March 2014. In this

paper, we report our design, construction and system migration of those systems.
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1. はじめに
2004年 4月に当時の県立 3大学 (県立神戸商
科大学，県立姫路工業大学，県立看護大学)を
母体に，新たに大学本部などを設けて発足した
兵庫県立大学では，県内各所に分散している拠
点を結ぶ教育・研究のインフラとして，ネット
ワークシステムや情報処理教育システムなど，
各種大学情報システムを統一的に導入し運用し
ている．
多種多様な情報関連システムを導入している
ため，細かくはリース期間のずれなどもあるが，
主要システムは大別して，開学からの第 I期シ
ステム (2004年春運用開始)，第 II期システム
(2009年春運用開始)と続き，2014年春に第 III

期システムへの移行期を迎えた．
本稿では，第 III期となる新システムについ
て，設計や構築方針，移行作業などに関して報
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告する．

2. 情報関連システムの改編

2.1 情報関連システムの現状

本学は現在，教職員と学生などを合わせて 1

万人近い規模の総合大学であるが，旧大学の
拠点に加えて，新設や移転の部局などもあり，
県内に 10箇所以上の拠点を有する．2014年度
現在，

• 神戸商科 (“学園都市”，神戸市西区)

• 姫路工学 (“書写”，姫路市書写)

• 播磨理学 (“光都”，赤穂郡上郡町)

• 姫路環境人間 (“新在家”，姫路市新在家)

• 明石看護 (“明石”，明石市北王子町)

• 神戸情報科学 (“ポートアイランド”，
神戸市中央区)

• 淡路緑景観 (“淡路”，淡路市)

• 豊岡ジオ・コウノトリ (“豊岡”，豊岡市)

の 8拠点を中心に，政策科学研究所 (神戸市西
区)，高度産業科学技術研究所 (赤穂郡上郡町)，
自然・環境科学研究所 (三田市・淡路市・豊岡
市・佐用町・丹波市)，地域ケア開発研究所 (明
石市)の附属研究所などから構成され，さらに
附属高等学校・附属中学校 (赤穂郡上郡町)，
防災教育センター (HAT神戸，神戸市中央区)，
産学連携・研究推進機構 (姫路市)などの関連
組織もある (図 1)．
このように県内に広く点在する拠点を結ぶ

ため，兵庫県が県域の基幹的な情報基盤として
2002 年から運用している “兵庫情報ハイウェ
イ”(以下，HJHW)1),2) の民間系を本学の拠点
間の通信基盤として用いている．
この上に目的別やセキュリティポリシー別に

複数の VLANを設定し，全学統合認証を中心
として，各種サーバとクライアント PCなどの
情報機器とその利用環境統合システムである
“情報処理教育システム”，学務・教務システム
である “学生情報システム”，各拠点での授業・

図 1 兵庫県立大学拠点図 (2014年 4月現在)

講演を他拠点などと双方向配信するための “遠
隔授業システム” などの教育や研究のインフラ
となる各種システム3)∼7)，さらに “財務会計”

や“旅費”などの業務サーバを中心とし，グルー
プウェアや IT資産管理を含む，主に職員用の
“事務系情報基盤システム”8),9)などを全学統一
的に導入し，大学として運用している．

2.2 これまでの経緯

大学統合以前は，旧大学はそれぞれ個別の組
織であり，導入している情報システムも，その
運用・利用形態，組織体制・管理手法のみなら
ず，対外接続方法までもそれぞれ異なっていた．

2004年の大学統合時に，拠点間を結ぶ学内
ネットワークとして HJHW を利用する形に再
構成した．その上で旧 3大学が個別に導入して
いた各種情報関連システムを統一し，情報機器
利用時の認証の統合，学生情報の共有かつ一元
化を図り，共通教育の充実のための遠隔授業シ
ステムなど，大学として情報関連システムを 5

年リースで導入し運用することとした．主なも
のを以下に示す．

a. “学生情報システム”

学生の履修や成績を統一的に管理する

b. “図書システム”



ネットワークの活用によって各拠点の学
術情報館などの利用や管理の統合を図る

c. “情報処理教育システム”

PC実習室整備・各種サーバなどを導入．
全学統合認証により，ユーザの一元的管
理，情報機器の利用環境の統一を図る

d. “遠隔授業システム”

双方向授業配信システムと遠隔会議シス
テムの 2系統

e. “ネットワークシステム”

基幹部分およびコアスイッチ，ファイア
ウォール，ウィルスチェックサーバなど

開学前の新県立大学設置準備委員会を中心に
仕様検討・策定を行い，入札の結果，導入した
システムを表 1に示す (第 I期システム)．
複数拠点を結んだ統合的な情報システムの導

入は，本学としても初めてであり，機器の故障
や特に運用面中心に細かい課題がいくつか出た
ものの，全体としては大きなトラブル無く運用
ができた3)∼5)．

2009年春からは第 II期システムとして，引
き続きHJHW を拠点間通信基盤とするネット
ワークシステム上に，全学統合認証をベースと
した，学生情報システム，図書システム，情報
処理教育システム，遠隔授業システムなどを構
築し運用を行った (表 1)．
第 I期と同様に 5年のリース契約である．大

きな違いは，VLANを中心とした構成としたこ
と，全学統合認証を “DEVIAS”(NEC(株))か
ら “Campusmate/ICAssist”(富士通 (株))を中
心としたものに変更したこと，遠隔授業システ
ムを従来の DV方式から，費用面や互換性を
考慮して H.264方式を中心にしたこと，そし
てそもそも予算自体が大きく削減を求められた
こと，などが挙げられる．

HJHW のシステム更新などにより，大学側
で用意したタグ VLAN を HJHW 越しに利用
することが可能となったため，新システムでは
VLAN を中心とした構成とし，情報処理教育
システム用，学生情報システム用，図書システ
ム用，遠隔授業システム用など，利用目的・セ

キュリティポリシー別の VLAN を本学で設定
し，これらを各拠点出入口のスイッチにて束ね，
HJHW を通して拠点間を結ぶ構成とした．
景気低迷と財政事情悪化による，予算削減の
あおりを受け，各システムともに，教育・研究
のインフラで必須のものではあるものの，大幅
な予算削減を求められた．そのため，教育用と
して必要なものや提供すべきサービスは一体何
でどの程度か，利用率や教育効果と費用対効果
までも考慮し，聖域なく全て見直した．また本
学各拠点の規模や利用状況，拠点間の通信基盤
などを考慮し，冗長性や保守対応などにもある
程度の割り切りを持った設計とした．

2007年春から第 II期システム仕様策定のた
めのワーキンググループ (以下 “WG”)を立ち
上げ，予算確保，仕様検討・策定などの作業を
経て，2008年春から順次一般競争入札，同年
秋に構築・導入し，2009年 3月に稼働を開始し
た6),7)．導入後，拠点の新設や移転などに伴っ
た多少の改変はあったものの，全体としては大
きなトラブルなく運用できた．
これらとは別に，2013年春に本学は公立大
学法人に移行することになったため，県有の業
務用システムからの切り分けを求められたこと
で，2013年 1月から大学として新たに独自の
“事務系情報基盤システム”を導入し運用してい
る8),9)．拠点の事務部門間を結ぶ，職員用の
“事務システム用 VLAN”を新たに設け，財務
会計・旅費・人事給与の 3つの業務サーバを中
心とする業務用システムである．

3. 新システムの設計・構築
2014 年春からの第 III期システムは，これ
までと同様，全学統合認証を基盤としたネット
ワークシステム上に，各種情報関連システムを
5年リースで導入し運用することとした．

3.1 リプレイス方針と経緯

2012年春の全学情報システム部会で，“情報
処理教育システム”と “ネットワークシステム”

の仕様を検討するWGを設置した．“学生情報



表 1 各種情報関連システム (第 I期，第 II期)

第 I期 (2004～2009)
システム名 契約業者 導入システム (中心となる製品名など)

学生情報システム 東芝 (株)
学務システムは “REVOLUTION”，学生サービスは
“UNIVERSAL PASSPORT”(ともに JAST(株))

図書システム リコー (株) “LIMEDIO”(リコー (株))
情報処理教育システム NTT西日本 (株) 認証システムは “DEVIAS”(NEC(株))
遠隔授業システム 富士通 (株) DV方式．IP-8000 (富士通 (株))
ネットワークシステム NTT西日本 (株) ルータなどは CISCO(株)製品

第 II期 (2009～2014)

学生情報システム NTT西日本 (株)
学務システムは “REVOLUTION”，学生サービスは
“UNIVERSAL PASSPORT”(ともに JAST(株))

図書システム リコー (株) “LIMEDIO”(リコー (株))
情報処理教育システム 富士通 (株) 認証システムは “ICAssist”(富士通 (株))
遠隔授業システム NTT西日本 (株) H.264方式．“Lifesize Room”(Lifesize社)
ネットワークシステム NTT西日本 (株) ルータなどは CISCO(株)製品

システム”，“遠隔授業システム”，“図書システ
ム”についても，これまでは同時並行的にリプ
レイスを行っていたが，中心となる大学事務局
が，2013年 4月に大学が公立大学法人に移行
することへの準備作業などによる負担増を考
慮し，各々１年程度のリース延長をすることと
した．

WGでまずは，旧システムへの不満点・反省
点を調査した上に，新システムへの希望・要望
の取り込みを行った．ちょうど 2014年 4月に，
豊岡ジオ・コウノトリキャンパスに「地域資源
マネジメント研究科」が新設されることになっ
たため，今回の整備対象としてこの分が増えた
が，大学としての教育・研究のインフラであり
必須のものではあるものの，予算面では大幅に
削減された前回と同様に厳しく，大きな変更や
様々なサービスを新たに導入することはなかな
か困難な状況であった．
そこで第 III期システムの設計としては，聖

域なく見直した第 II期の構成と基本的に同様と
し，各拠点の規模や利用状況などを再考した上
で，前回同様に “費用と手間のかからない” シ
ステムを目指した．またユーザに対しては，移
行をあまり大きく意識させることないように，
リプレイスを行うこととした．
予算確保，仕様検討・策定などの作業を経て，

情報処理教育システムとネットワークシステム

については，2013年春から順次一般競争入札，
同年秋から構築・導入し，2014年 3月 1日に新
システムの稼働を開始した．またリース延長し
た学生情報システムおよび図書システムについ
ては，2014年夏に一般競争入札し，同年秋か
ら構築・導入作業を行っており，2015年 3月 1

日稼動開始予定である (表 2)．

3.2 新ネットワークシステム

2013年 4月に本学は公立大学法人へ移行す
ることで，県有システムからの切り分けを求
められたのと同時に，HJHW の利用方法につ
いても県と協議を行い，その結果，引き続き拠
点間の通信基盤として利用することが可能と
なった．
まずは第 III期のシステム全体設計として，
データセンターを設け各種サーバを統合集約
することを検討したが，拠点間の通信基盤とし
て利用するこの HJHW の帯域自体にも制約が
あり，本学が独自に拠点間に専用線を設けると
なると，拠点数と距離から回線費用が極端に増
大することになるため，今回のリプレイスでは
断念し，各拠点に分散する従来通りの形とした．
そこで，新システムでのネットワーク設計と
しては第 II期同様とし，本学側で用意した情報
処理教育システム用，学生情報システム用，図



表 2 各種情報関連システム (第 III期)

システム名 契約業者 導入システム (中心となる製品名など)
情報処理教育システム 富士通 (株) 認証システムは “UnifIDone”(富士通 (株))
ネットワークシステム NTT西日本 (株) ルータなどは CISCO(株)製品

学生情報システム ∗ NTT西日本 (株)
学務システムは “REVOLUTION”，学生サービスは
“UNIVERSAL PASSPORT”(ともに JAST(株))

図書システム ∗ リコー (株) “LIMEDIO”(リコー (株))
∗ 2015年 3月 1日稼動開始予定

書システム用，遠隔授業システム用など，利用
目的別・セキュリティポリシー別の VLANを各
拠点出入口のスイッチにて束ね，HJHW を通
して拠点間を結ぶ構成とした．今回，移行作業
に大きな負担がないように，スイッチやファイ
アウォールなどの設定については整理・再確認
した上で，機器は基本的に “置き換え”とした．
また学内の IP 体系も一部整理をしたものの

基本的には変更せず，グローバルアドレスを付
与するものは，DMZ や外部との直接通信が必
要なマシンなど限られたもののみで，その他の
学内 LAN に接続するものは基本的に学内プ
ライベートアドレス ([172.16.*.*]系)を付与し，
学外資源へのアクセスには必要に応じて proxy

サーバなどを利用する．また学生情報システム
などの外部との通信が基本的に不要なシステム
には，セキュリティ面に配慮し，プライベート
アドレス ([192.168.*.*] 系)を付与して VLAN

を用いた閉じたネットワークにする，という第
II期のネットワーク構成を踏襲した．
各拠点は前回同様，L3のキャンパスコアス

イッチなどを中心とし，タグVLAN対応の L2

スイッチを用いて，必要とする場所に必要とな
る VLAN を用意できるようにした．各スイッ
チのポート数などを見直したものの，拠点に
よっては整備対象となる建屋が増えたことや，
そもそも拠点自体が増えたことにより，スイッ
チの数が結果として若干増加したことなどが第
II期からの違いである．
ネットワークシステムとして，これらスイッ

チ類に加え，各拠点の Firewall マシン，Web

コンテンツとメールのウィルスチェックサーバ，
パケット制限装置などにネットワーク敷設工事

なども含め，入札により NTT西日本 (株)と契
約した．本システムは，学術総合情報センター
が管理している．

3.3 新情報処理教育システム

第 III期での情報処理教育システムの基本設
計も第 II期同様とし，全学的に共通の認証シ
ステムを導入し，学生 (大学及び附属校) およ
び教職員のネットワークを介した情報機器の利
用環境を統一し，利便性の向上を図ると共に，
ユーザの管理・制限を一元的に行うこととした．
これに，ファイルサーバ，教員用および学生
用メールサーバ，ファイルサーバ，プロキシ
サーバなどのサーバ類や，各拠点に点在する
PC教室・PC実習室・演習室など，全 30箇所
程に設置する計 700台弱のクライアントPC(全
学共通PC)，40台弱のプリンタ (全学共通プリ
ンタ)，教育用ソフトウェア，図書検索クライ
アント PC(学術情報館に設置)などを共通仕様
として導入する．さらに各部局独自の授業に合
わせた，プロジェクタなどの授業支援用周辺機
器，マルチメディア処理用PC，統計ソフトな
どの独自ソフトウェア，数値演算サーバやクラ
スタ計算教育システムをキャンパス独自仕様分
として導入することとした．
基本的な構成は第 II期と同様であるが，変
更点としては，ユーザへのサービス向上を図る
ために WebMail を新規に導入すること，全学
統合認証システムの管理面での最適化を図る
こと，さらには運用管理などや今後の拡張をも
考慮し，一部サーバの仮想化や，学術認証フェ
デレーションへの対応を準備すること，学内ク



図 2 姫路工学キャンパス 7105教室

ラウドシステムの試行的導入を行うこと，など
が挙げられる．また，従来の全学共通 PCは，
起動から実際に利用可能になるまでに時間がか
かったため，起動ディスクを HDD から今回は
SSD に変更することで改善を図った．加えて，
円高傾向やライセンス費用の高騰などもあり，
有償ソフトウェアのライセンス数や契約体系を
ネットワークライセンスにするなどして，拠点
間で有効的に利用することを図ったり，クライ
アント PCやプリンタの台数なども利用面・予
算面から細かな見直しを行った．
今回，この新情報処理教育システムは，入札

を通じて，第 II期に引き続き富士通 (株)と契
約し，利用者管理システムとして同社の
“UnifIDone統合 ID管理”を中心とし，Microsoft

ActiveDirectory + NIS 方法で全学統合認証を
実現した．本システムは，学術総合情報セン
ターが管理している．

3.4 新学生情報システム

学生の履修や成績を統一的に管理し，全キャ
ンパスの全学生に対する一様なサービスの提
供，教職員の教務事務処理の軽減，Webベー
スでのユーザサービスを統合し，利用しやすい
環境の提供を目的とするシステムである．
入札を通じて NTT西日本 (株)と続いて契

約し，今回も日本システム技術 (株)の
“REVOLUTION EX”を学務システム，また
同社の “UNIVERSAL PASSPORT EX”を学
生サービスシステムとして導入することとなっ

た10)．
学籍管理機能，履修登録・管理機能，成績管
理システム (進級・卒業判定機能も含む)，各種
証明書・帳票出力機能，さらには授業料免除判
定機能，健康管理機能やシラバスの作成と公開
支援機能などをキャンパスの各事務室や保健室
などに置かれた専用クライアント PCから学務
システムサーバに Web ベースでアクセスして
利用する．また学生は，学内外から学生サービ
スシステムサーバにアクセスすることで，受講
登録などが可能である．
第 II期からの違いとしては，学生へのサー
ビス向上を主眼に，学生証の ICカード化への
対応および証明書自動発行装置の導入，休講・
補講などのお知らせ情報通知機能の強化，就職
活動支援機能の導入，などが挙げられる．2015

年 3月の稼動開始に向けて，現在構築および移
行作業中である．本システムは，大学本部 (学
務部)が管理運用する．

3.5 新図書システム

ネットワークの活用によって，各拠点の学術
情報館などの利用や管理を統合し，教育と研究
のみならず，地域にも貢献し得るサービスを提
供する目的のシステムである．
旧 3大学の附属図書館などで個別の図書館シ
ステムを導入していたものを第 I期システムで
統合し，入札によりリコー (株)と契約し，図
書館管理システムに同社の “LIMEDIO”を導
入した11)．第 II期では，“図書業務VLAN ”を
中心としたネットワーク構成に変更したが，図
書館管理システムとしては，入札により引き続
き “LIMEDIO” を導入した．
今回，図書業務部分のネットワーク構成の
見直しを行い，従来の “図書業務 VLAN” を，
2014年春に運用を開始した事務システムでの
“事務用VLAN”8),9) と統合することとした．こ
れにより，新たに配線工事やネットワーク設定
などの変更を行う必要は生じたが，図書業務担
当職員が，これまでのように図書業務 VLAN

上の図書業務用端末と，事務用 VLAN上の事
務用端末の2台を必要とすることがなくなった．



中心となる図書館管理システムとしては，入
札により今回も “LIMEDIO”を導入すること
となった．2015年 3月の運用開始に向け，現
在構築および移行作業中である．

4. 新システムへの移行と改善点

4.1 システム移行作業

基本的に第 II期システムの「置き換え」と
し，各拠点には必要となる機器を，それ以外の
特に全学用のサーバなどは，従来通り神戸商科
キャンパスと姫路工学キャンパスのサーバ室を
中心として設置した．
全学統合認証を含め，各システムは他システ

ムと相互に影響し合っており，それぞれのシス
テム納入業者が様々で，かつ各システムの契約
開始日にもずれがあるため，第 I期から第 II期
に移行作業を行った際と同様に，移行作業は連
携し，慎重に段階を踏んで行った．

2013年秋から各システムの構築作業を開始
し，12月には各拠点内でのネットワーク機器
のリプレイスを行った．2014年 2月にサーバ
類の切り替えや，情報処理教育システムの PC

実習室などの更新を順次行い，3月 1日から新
システムでの運用を開始した．
移行時の問題点としてはいくつか挙げられ

るが，第 II期への移行時同様に，互いに影響
し合うシステムが，同時並行かつ順次更新する
形となった点である．加えて拠点別の学務スケ
ジュールなどにもよって，搬入が可能な日程・
工事が可能な日程もそれぞれ異なるため，部局
と各システム間での事前に綿密な連携調整が必
須であったが，こういった大規模な移行が 2度
目で，かつ基本的に「置き換え」中心としたこ
ともあり，学内的な協力体制もあって，移行作
業自体に大きなトラブルなどは生じなかった．
また，ユーザのアカウント名およびパスワー

ドは旧システムのものをそのまま引き継ぎ，フ
ァイルサーバ上のユーザのファイルも，保障は
しないものの基本的には新システムへコピーし
た．さらに学内的な IP体系も基本的にそのま
まとし，各種サーバも IP とマシン名などを引

き継ぐようにしたため，利用手法含めてユーザ
側に大きなトラブルも無く移行し，運用開始で
きたと考えられる．

4.2 主な改善点

今回のリプレイスでは厳しい予算状況ではあ
るが，前述のように管理運用上での作業効率の
向上や，ユーザサービスの向上を図った．
システムの管理運用側としては，一部サーバ
を仮想化したり “UnifIDoneキャンパスクラウ
ド”を導入したことで，サーバやクライアント
PCのテスト環境の整備が容易になったことと，
統合認証システムの連携やスクリプト自体を改
良することで，年度毎の新規ユーザ一括登録作
業時の処理時間や，新入生オリエンテーション
時の一斉パスワード変更処理の時間を短縮し最
適化できたという点がある．
一方，第 II期の情報処理教育システムにつ
いて，ユーザから寄せられた要望の声が特に高
かったものに，「全学共通 PCの起動が遅い」こ
とと，「メール利用環境の利便性向上」があった．
前者は，全学共通PCとして実習室などに導
入したPCが，電源投入後，ログオンし，実際
に利用できる状態になるまでに時間がかかって
しまう，ということである．
そこで仕様検討時に，何がボトルネックに
なっているのかを調べるべく，電源投入後にマ
ルチブートのための OS選択画面になり，「OS

として Windows を選択後にログオン画面が
出るまで」(時間 a)と，「ログオン画面で IDと
パスワード入力後にスタートメニューの操作
が可能になるまで」(時間 b) を計測した．姫
路工学キャンパスと姫路環境人間キャンパス
のPC実習室で，それぞれ 5回計測したものの
平均値を表 3に示す (第 II期全学共通 PC．富
士通 FMV-D5260，Core2Duo E8300，メモリ
2Gbyte，HDD 80Gbyte，Windows Vista)．
キャンパスによる差異は，拠点によってイン
ストールされている教育用ソフトウェアが異な
るため，ユーザプロファイルの大きさなどが違
うことや，ファイルサーバなどとのネットワー
ク的な影響などいくつかの要素が考えられる．



表 3 起動に要する時間 (第 II期)

キャンパス 時間 a 時間 b 合計
HDD

姫路工学 76.0 93.8 169.8
姫路環境人間 77.3 78.6 155.9

SSD(テスト環境 PC)
姫路工学 46.0 44.0 90.0
姫路環境人間 45.2 23.4 68.6

単位 (秒)

そこで，起動ディスクのイメージとしてはその
ままに，物理的に HDD を SSD に交換しただ
けのテスト環境 PCを用意し，同じ測定を行っ
た (表 3)．これにより，OS起動のための読み
込みに加え，ログオン後にプロファイルを作成
するなどユーザ環境の構築のための書き込みに
時間がかかっている可能性があり，ディスクア
クセスを高速化すれば状況が大きく改善できる
ことが判明したため，新システムでは起動ディ
スクに SSD を導入することとした．
尚，リプレイス後は，マシンスペックもOSも

異なり (富士通 FMV-D582/G，Core i3-3240，
メモリ4Gbyte，SSD 128Gbyte，Windows 8.1)，
ユーザプロファイルの状況も異なるので単純な
比較はできないが，参考として，導入当初に測
定してみたところ，起動時合計 (時間 a + 時間
b)が姫路工学キャンパスで 82秒，姫路環境人
間キャンパスでは 63秒であった．
第 II期の HDD が 80Gbyte であったこと

と費用面も考慮して，今回の第 III期システム
では 128Gbyte の SSD としたのだが，教育用
として導入しているソフトウェアなどに新バー
ジョンにて必要容量が極端に増大するものが
あったり，Windows Update 時にもかなりの
領域が必要となったりと，設計時の想定を超え
て空き容量が切迫しつつある．利用面では大幅
な改善ができたものの，管理面ではソフトウェ
アの導入オプション再検討などで容量の確保す
るなどが今後の懸念事項である．
後者の「メール利用環境の利便性向上」であ

るが，従来，メールは POP (APOP) により，
学内からの利用のみ読み書き可能としていたが，

昨今の利用状況の変化や利便性などを考慮し，
第 III期では学内外から利用できる WebMail

システムを導入して，ユーザへのサービス向上
を図ることとした．
本学では県内に分散した拠点毎に各種サーバ
がある．メールサーバも部局別に複数あり，各
拠点に配置する構成となっている．そこで費用
面を考慮し，WebMail サーバはメールサーバ
毎に設置するのではなく，神戸商科キャンパス
に東地区分，姫路工学キャンパスに西地区分の
2台構成とした．ユーザは利用時に，全学統合
認証のユーザ名とパスワードを入力し，プルダ
ウンメニューで自ら所属するドメイン (部局)を
選択することで，そのドメインのメールサーバ
へ SSHポートフォワーディングした IMAP で
アクセスして，メールを読み書きできるように
した．WebMail は入札により，(株)トランス
ウェアの “Active! mail”12)を導入した．

WebMailサーバの利用状況を図3に示す．西
地区分，東地区分のそれぞれのサーバについて，
新規接続数 (ログイン数)を，学内 (PC実習室
や研究室など学内LANに接続したもの)からの
アクセスと学外からのアクセスに分けて，2015

年1月の１ヶ月間の１時間別の総数を表記した．
この期間で利用したユーザ数 (重複除く)は東
西ともに 400人弱程度で，ともにそれぞれの利
用対象となる総ユーザ数の一割程度であるが，
これは，PC実習室や研究室など学内 LAN側
からは，互換性を考慮し，Thunderbirdなどか
らのPOP での利用も従来どおり可能にしてい
ることや，利用方法の周知自体がまだ充分でな
い可能性などが挙げられる．

5. キャンパス別独自システム
従来同様，各部局の特色ある教育方針に即し
た独自システムをキャンパス毎に導入する方針
となったが，予算事情を鑑み，「ある (導入する)

ものをできる限り活用する」ことを中心に検討
した．ここでは，姫路工学キャンパスに導入・
構築したクラスタ計算システム『PCクラスタ』
について紹介する．



図 3 WebMailサーバ利用状況 (2015年 1月分の時間当たり総数，左：西地区分，右：東地区分)

図 4 PCクラスタシステム 概念図 (富士通提供)

5.1 PCクラスタシステムの設計と導入

第 II期システム導入検討の際，兵庫県のポー
トアイランドへの次世代スパコン “京”の設置
に合わせ，本学もシミュレーション学研究科の
新設が決定していた．そこでこれらの動きに連
携し，並列計算などを中心とした教育的利用を
目的とし，費用面からも，実習室のクライアン
ト PC(全学共通 PC)を計算ノードとする PC

クラスタに自動的に再構成して，夜間や長期休
暇時などの「空き時間」を有効に活用する
“キャンパスグリッド”システムを構築・運用し
た．今回の第 III期でも引き続き導入すること
とした．
第 II期では，姫路工学キャンパスの 4つ全て

の PC実習室 (計 277台)を用い，各種計算手
法に対応すべく，部屋別でパラメトリックスタ
ディ計算，Beowulf 型並列計算，SCoreによる
並列計算ができるように，できる限りフリーの
ソフトなどを組み合わせ，ポータルサーバ経由
でこれらを利用できるようにしていた．今回，
教室間のネットワーク構成や効率的な運用と管
理面や利便性の観点から導入方法を見直し，1

つのPC実習室 (計 64台)のみに集約して，逐
次ジョブ，並列ジョブ (SCore・Beowulf)，パラ
メトリックスタディを実行できる環境を用意し，
利用者がポータルサーバ経由で，容易な操作で
PCクラスタ環境を利用できる機能を整備した
(図 4，表 4)．



表 4 キャンパスグリッドシステム構成

システム 運用 場所 マシン 台数 ノード用OS ミドルウェア
ジョブ管理・

常時 サーバ室 2U サーバ 1 RHEL6.4 HPCポータル
ポータルサーバ

計算ノード 夜間他 7105教室 全学共通 PC 64 CentOS6.4
SCore, Torque,

OpenMPI

Gaussian用 常時 サーバ室 専用 PC 6
RHEL

Torque
Desktop 5

日中の試行および
常時 サーバ室 専用 PC 4 CentOS6.4

OpenMPI,

デバッグ用 Torque

新情報処理教育システムは，入札により富士
通 (株)と契約することになり，富士通の “HPC

ポータル”を中心としたシステムを導入した．
システムの構成などは表 4に示した．各クラ

イアント PCはマルチブートとし，“瞬快”13)

によって制御して，夜間などの指定時間に起動
OSを指定して自動的に再起動し計算ノードと
なり，また始業前の指定時間に再起動して通常
利用の Windows8.1 に復帰するようにした．
グリッド性能の測定結果を図 5に示す．計算

ノードとなる PCは全学共通 PCで，Core i3-

3240 (3.40GHz，2コア×2スレッド)，メモリ
4Gbyteで最大 64台，姫野ベンチ14)の Lサイ
ズ (512×256×256)を使用し，各 CPUの 1コ
アのみと 2コア，2コア ×2スレッドで測定し
た．今後，並列性能のチューニングと利用方法
の確立も図る予定である．

6. おわりに
本稿では，2014年春に行った本学の情報関連

システムのリプレイスに関して，その設計と構
築，改善点や移行作業などについて報告した．
本学では大学統合以後，県内に点在した複数

拠点を結んで，現在までの 10年強を運用して
いる．今回の情報関連システムは大学統合から
第 III期目となるもので，第 II期目と同様に予
算削減の中ではあるが，不満点・反省点を調査

した上で，“費用のかからない”かつ “手のかか
らない”システムを構築することを主眼とした．
各システムが互いに影響し合うために，事前
に導入各社や既存システムとの充分な連携調整
が必要であったが，大きなトラブルもなく，新
システムへと移行できた．2014年 3月の運用
開始から 1年近くが経過するが，システム全体
として大きな問題もなく順調に安定稼働して
いる．
現状，VLAN を駆使した遠隔拠点での “資
源の相互利用型”の情報システムとなっており，
ユーザ側にはその構造を強く意識させること
はあまりない．一方，管理運用側からは，ポリ
シー別の VLANで分けられているため，日々
の運用としてはそれほど手はかからない．しか
しながら，その設定や依存関係が煩雑であるた
め，設計・構築時に充分な検討が必要となるこ
とと，かつ運用時に何か起きた場合，思わぬと
ころまで広く影響してしまうことがある．
特に，ネットワークシステム自体と，情報処
理教育システムに含まれる全学統合認証は，本
学の情報関連システムの基盤となるものであ
り，他の関連システムにも大きく影響する．今
回のようなリプレイス時には，全学的な協力体
制で作業が進められたが，運用開始後のメンテ
ナンスや突発的な障害などの場合，当学の学術
総合情報センターには，情報系を主担当する職
員が全学としてたった 2名しか配置されておら
ず，他システムを運用する部署やユーザとの学



図 5 グリッド性能測定結果

内的な連携，全学的な周知・事務連絡体制が，
残念ながら充分に確保できているとは言いがた
い，拠点によっての利用方法の違いや運用・セ
キュリティなどへの意識差もあり，全学への一
様なサービス提供のためにも，技術面のみなら
ず，事務面までも含んだ，大学の情報関連シス
テム全体を広く全学的に統括する組織体制の確
立が急務であろう．
今後，2015年 3月にはリース延長していた

“学生情報システム”，“図書システム”も稼動開
始予定であり，“遠隔授業システム”についても
今後検討が開始される．かつリース期間のずれ
による，一部キャンパス分のネットワークシス
テムや情報処理教育システムのリプレイス検
討作業も順次始まる．また学生の動向や授業内
容などにより，各種サービスの利用状況にも変
化があるかもしれない．今システムの運用を今
後も継続的に評価し，予算制約などある中で，
県内に点在する拠点を結び統合する，大学情報
関連システムとしての最適な設計方法を模索し
たい．
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